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、
協
組
員
の
近
藤
生
コ

ン
、
協
立
生
コ
ン
に
県
外

産
骨
材
を
納
入
し
、
新
幹

線
向
け
の
み
非
Ｊ
Ｉ
Ｓ
品

で
対
応
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。
現
場
プ
ラ
ン
ト
は
熊

谷
組
が
中
心
と
な
っ
て
あ

わ
ら
市
河
間
に
建
設
さ

れ
、
昨
年
８
月
か
ら
稼
働

し
て
い
る
。
ま
た
、
昨
年

２
月
か
ら
１０
月
ま
で
の
８

か
月
間
は
福
井
港
に
停
泊

す
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
プ
ラ

ン
ト
（
Ｃ
Ｐ
）
船
か
ら
も

出
荷
し
た
。

６
月
末
ま
で
稼
働

現
場
プ
ラ
ン
ト
は
協
組

で
契
約
す
る
１５
工
区
に
納

入
が
可
能
な
た
め
、
昨
秋

か
ら
協
組
の
出
荷
が
減
少

に
転
じ
、「
想
定
を
下
回
る

状
況
に
な
っ
て
い
る
」（
髙

﨑
理
事
長
）
と
い
う
。
現

場
プ
ラ
ン
ト
の
出
荷
量
は

協
組
、
生
コ
ン
工
業
組
合

い
ず
れ
も
関
知
し
て
い
な

い
た
め
、「
正
確
な
出
荷
量

は
分
か
ら
な
い
。
た
だ
、

コ
ン
ス
タ
ン
ト
に
一
定
量

出
て
い
る
よ
う
だ
」（
同
）

と
分
析
す
る
。

現
場
プ
ラ
ン
ト
は
今
年

３
月
ま
で
の
操
業
予
定

だ
っ
た
が
、
髙
﨑
理
事
長

は
「
３
か
月
延
長
し
、
６

月
末
ま
で
の
稼
働
と
い
う

話
が
各
工
区
に
出
て
い

る
」
と
話
し
、
今
年
前
半

は
組
合
の
出
荷
に
影
響
が

出
そ
う
だ
。

新
幹
線
向
け
工
事
は
遅

れ
を
取
り
戻
す
た
め
、
急

ピ
ッ
チ
で
進
む
。
大
半
の

工
区
で
下
部
工
を
終
え
、

上
部
工
に
移
り
つ
つ
あ

る
。
生
コ
ン
出
荷
は
昨
年

末
で
ピ
ー
ク
を
越
え
た
も

よ
う
で
、
今
後
は
徐
々
に

減
少
す
る
公
算
。
２０
年
度

は
１９
年
度
見
込
み
比

１９

３２
％

減
の
３４
万
逢
強
と
想
定
し

て
い
る
。
新
幹
線
工
事
は

駅
舎
な
ど
一
部
が
来
年
以

降
も
残
る
が
、
大
半
の
工

事
は
今
年
い
っ
ぱ
い
で
終

わ
る
と
見
ら
れ
て
い
る
。

再
開
発
が
本
格
化

福
井
市
内
で
は
福
井
銀

行
本
店
工
事
や
北
國
銀
行

福
井
支
店
工
事
、
福
井
駅

近
く
の
福
井
県
繊
協
ビ
ル

な
ど
の
工
事
が
進
め
ら
れ

て
い
る
。
協
組
近
く
の
和

田
中
町
で
は
福
井
市
開
発

に
本
社
を
構
え
る
ラ
ニ
イ

福
井
貨
物
が
福
井
支
店
物

流
倉
庫
を
移
転
す
る
た

め
、
基
礎
工
事
が
始
ま
っ

た
。
倉
庫
は
６
月
ま
で
に

竣
工
す
る
見
込
み
。
福
井

県
繊
協
ビ
ル
も
来
夏
の
竣

工
を
目
指
し
て
い
る
。
土

木
で
は
足
羽
川
ダ
ム
附
帯

工
事
や
、
冠
山
峠
ト
ン
ネ

ル
二
期
工
事
が
進
め
ら
れ

て
い
る
。

来
年
以
降
は
新
幹
線
開

業
を
見
据
え
た
駅
前
再
開

発
工
事
が
本
格
化
し
そ
う

だ
。
福
井
駅
西
口
前
に
地

上
２８
階
、
地
下
１
階
、
高

さ
１
２
０
斡
の
再
開
発
ビ

ル
の
建
設
工
事
が
始
ま

る
。値

上
げ
は
浸
透

福
井
の
表
示
価
格
は
１

万
５
０
０
０
円
（
２１
・
２１
１８
・

２５
、『
建
設
物
価
』２
月
号
）

と
な
っ
て
い
る
。
同
協
組

で
は
新
幹
線
工
事
開
始
後

に
骨
材
価
格
や
運
送
費
が

高
騰
し
た
た
め
、
１８
年
４

月
引
合
分
か
ら
２
０
０
０

円
の
値
上
げ
を
打
ち
出
し

た
。昨
春
ま
で
に
浸
透
し
、

表
示
価
格
が
改
定
さ
れ
て

い
る
。

整
備
支
援
機
構
（
Ｊ
Ｒ
Ｔ

Ｔ
）、協
組
の
３
者
会
議
が

行
わ
れ
、
現
場
プ
ラ
ン
ト

の
建
設
が
決
ま
っ
た
ほ

北
陸
新
幹
線
延
伸
工
事

（
金
沢
～
敦
賀
）
が
終
盤

を
迎
え
、
福
井
地
区
の
生

コ
ン
出
荷
も
昨
年
末
で

ピ
ー
ク
を
越
え
た
も
よ
う

だ
。
さ
ら
に
、
昨
夏
か
ら

仮
設
の
現
場
プ
ラ
ン
ト
が

稼
働
し
た
こ
と
も
あ
っ

て
、
生
コ
ン
需
給
の
タ
イ

ト
感
が
薄
れ
つ
つ
あ
る
。

福
井
県
嶺
北
地
区
生
コ

ン
協
同
組
合
（
福
井
市
、

７
社
７
工
場
、
髙
﨑
俊
二

理
事
長
）
の
４
～
１２
月
出

荷
は
３５
万
逢
だ
っ
た
。
前

年
に
比
べ
微
増
。
同
協
組

は
２
０
１
９
年
度
出
荷
を

前
年
度
比
１３
・
５
％
増
の

５０
万
逢
（
新
幹
線
対
応
非

Ｊ
Ｉ
Ｓ
品
含
む
）
と
想
定

し
て
い
る
。
新
幹
線
延
伸

工
事
向
け
の
出
荷
は
過
半

数
以
上
を
占
め
る
模
様

だ
。同

協
組
エ
リ
ア
で
の
北

陸
新
幹
線
延
伸
工
事
は
石

川
県
境
か
ら
隣
接
す
る
南

越
地
区
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト

協
同
組
合
の
事
業
エ
リ
ア

ま
で
約
４４
娃
、
全

４４

１７
工
区

の
う
ち
、
同
協
組
は
１５
工

区
に
納
入
し
て
い
る
。
難

工
事
に
指
定
さ
れ
て
い
る

九
頭
竜
川
橋
梁
工
事
が
先

行
し
て
い
た
が
、
他
の
新

幹
線
高
架
橋
工
事
は
用
地

買
収
遅
れ
や
柿
原
ト
ン
ネ

ル
事
故
、
１８
年
２
月
の
大

雪
の
影
響
で
遅
れ
て
い

た
。
そ
こ
に
、
骨
材
供
給

不
足
懸
念
が
広
が
り
、
工

程
期
間
内
に
工
事
が
終
わ

ら
な
い
可
能
性
が
強
ま
っ

た
。そ

こ
で
、
１８
年
夏
に
県

と
鉄
道
建
設
・
運
輸
施
設

髙﨑理事長

新
幹
線
向
け
ピ
ー
ク
越
え

現
プ
ラ
稼
働
で
タ
イ
ト
感
薄
れ

福井嶺北協組

福井ＩＣ近くで物流倉庫の建設進む

作
業
す
る
こ
と
で
い
つ
も

通
り
の
打
設
が
可
能
。
圧

送
作
業
の
現
場
省
力
化
の

切
り
札
と
も
い
え
る
車

両
」
と
働
き
方
改
革
に
寄

与
す
る
車
両
だ
と
自
負
す

る
。
さ
ら
に
配
管
作
業
の

省
力
化
に
向
け
現
在
、
軽

量
配
管
を
開
発
中
で
、
こ

れ
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と

で
作
業
が
よ
り
容
易
に
な

る
と
見
込
む
。

同
社
は
韓
国
の
大
手
建

設
機
械
メ
ー
カ
ー
Ｅ
Ｖ
Ｅ

Ｒ
Ｄ
Ｉ
Ｇ
Ｍ
（
エ
ヴ
ァ
ダ

イ
ム
）
社
の
４７
斡
ブ
ー
ム

を
有
す
る
Ｅ
Ｃ
Ｐ
４７
Ｃ
Ｘ

―
５
を
導
入
し
て
い
る
。

ブ
ー
ム
の
長
尺
化
で
配
管

作
業
を
省
力
化
で
き
る
。

こ
れ
も
提
唱
す
る
働
き
方

改
革
に
合
致
し
て
い
る
。

ま
た
、
圧
送
業
だ
け
で

な
く
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
業

界
に
新
風
も
引
き
起
こ
し

て
い
る
。
生
コ
ン
製
造
で

は
廃
瓦
を
骨
材
に
使
用
し

た
透
水
性
コ
ン
ク
リ
ー
ト

舗
装
「
Ｋ
―
グ
ラ
ン
ド
」

の
施
工
を
行
い
、
福
井
県

の
民
間
工
事
を
中
心
に
実

績
を
伸
ば
す
。
廃
棄
物
削

減
で
は
廃
瓦
コ
ン
を
使
用

し
た「
ベ
ト
ン
ブ
ロ
ッ
ク
」

を
開
発
。
自
身
で
施
工
す

る
Ｄ
Ｉ
Ｙ
の
延
長
と
い
う

発
想
で
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト

を
使
用
し
て
、
ブ
ロ
ッ
ク

を
組
み
合
わ
せ
て
擁
壁
を

築
造
す
る
。
福
井
県
内
の

農
地
で
採
用
さ
れ
た
。
型

枠
を
組
ん
で
生
コ
ン
打
設

す
る
よ
り
経
費
が
半
分
、

施
工
期
間
を
大
幅
に
減
ら

す
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ

る
。

た
事
例
も
あ
る
。
中
村
社

長
は
「
狭
い
施
工
箇
所
や

悪
路
を
容
易
に
進
む
こ
と

が
で
き
、
モ
バ
イ
ル
プ

レ
ー
シ
ン
グ
ブ
ー
ム
と
ポ

ン
プ
車
の
間
を
少
し
配
管

車
の
ブ
ー
ム
で
は
届
か
な

か
っ
た
現
場
で
優
位
性
を

発
揮
す
る
」
と
話
す
。

使
用
例
と
し
て
同
社
で

は
モ
バ
イ
ル
プ
レ
ー
シ
ン

グ
ブ
ー
ム
を
配
置
場
所
か

ら
配
管
で
コ
ン
ク
リ
ー
ト

ポ
ン
プ
車
と
つ
な
ぎ
、
長

距
離
圧
送
す
る
事
例
を
示

し
て
い
る
。
土
木
の
堰
堤

や
建
築
の
地
下
工
事
な
ど

で
実
績
が
あ
る
。さ
ら
に
、

鉄
道
を
ま
た
ぐ
と
い
っ
た

難
工
事
で
も
モ
バ
イ
ル
プ

レ
ー
シ
ン
グ
ブ
ー
ム
を
使

用
し
た
。
線
路
下
に
特
殊

な
配
管
を
通
し
、
圧
送
し

コ
ン
ク
リ
ー
ト
圧
送
業

を
主
力
と
す
る
川
端
工
業

（
福
井
市
、
中
村
光
宏
社

長
）
は
圧
送
業
に
お
け
る

働
き
方
改
革
を
提
唱
す

る
。
具
体
的
に
は
先
行
モ

ル
タ
ル
材
の
代
替
材
で
あ

る
「
モ
レ
ス
テ
」
や
超
大

型
ポ
ン
プ
車
の
導
入
、
軽

量
配
管
の
開
発
、
モ
バ
イ

ル
プ
レ
ー
シ
ン
グ
ブ
ー
ム

の
活
用
を
進
め
て
い
る
。

こ
の
な
か
で
注
目
さ
れ

る
の
が
モ
バ
イ
ル
プ
レ
ー

シ
ン
グ
ブ
ー
ム
で
あ
る
。

シ
ョ
ベ
ル
カ
ー
の
よ
う
な

キ
ャ
タ
ピ
ラ
ー
式
の
車
両

に
１８
斡
ブ
ー
ム
を
架
装
し

て
い
る
。中
村
社
長
は「
ト

ル
コ
で
購
入
し
た
車
両

で
、
ス
ピ
ー
ド
は
遅
い
が

ど
ん
な
悪
路
で
も
自
在
に

動
く
こ
と
が
可
能
。
従
来

の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ポ
ン
プ

圧
送
の
働
き
方
改
革
提
唱

モ
バ
イ
ル
式
ブ
ー
ム
を
導
入

川端工業

現場省力化に寄与するモバイルプレーシング
ブーム

幹
線
延
伸
工
事
の
出
荷
が

ピ
ー
ク
を
迎
え
た
。
嶺
南

は
新
幹
線
工
事
に
加
え
、

関
西
電
力
の
原
子
力
発
電

所
再
稼
働
関
連
工
事
、
奥

越
は
中
部
縦
貫
道
工
事
が

寄
与
し
た
。
通
期
で
は
前

年
比
３
％
増
の
１
４
４
万

逢
と
想
定
す
る
。

一
方
、
２
０
２
０
年
度

は
新
幹
線
工
事
が
ピ
ー
ク

を
越
え
る
た
め
、
今
年
度

見
込
み
比
２０
・
６
％
減
の

１
１
４
万
３
千
逢
と
想
定

し
た
。

事
長
）
が
ま
と
め
た
４
～

１２
月
の
出
荷
量
は
前
年
同

期
比
７
・
８
％
増
の
１
１

５
万
８
千
逢
だ
っ
た
。
支

部
別
で
は
福
井
が
９
％
増

の
５０
万
９
千
逢
、
南
越
が

８
％
増
の
２７
万
８
千
逢
、

奥
越
が
５
％
増
の
７
万
５

千
逢
、
嶺
南
が
６
％
増
の

２９
万
６
千
逢
だ
っ
た
。

福
井
と
南
越
は
北
陸
新

新
幹
線
や
高
規
格
道
路

な
ど
の
大
型
公
共
工
事
が

進
む
福
井
県
の
生
コ
ン
需

要
は
活
況
だ
。
福
井
県
生

コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
業
組
合

（
福
井
市
、
髙
﨑
俊
二
理

４
支
部
全
て
で
増
加

特
需
が
県
内
出
荷
支
え

福井工組

富
山
工
組
で
は
人
手
不

足
対
応
で
女
性
活
用
に
力

を
入
れ
る
。
同
工
組
は
富

山
と
高
岡
に
共
同
試
験
場

を
有
し
、
３
人
の
女
性
技

術
者
が
試
験
員
と
し
て
活

躍
す
る
。
こ
の
う
ち
１
人

は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
主
任
技

士
を
、
２
人
は
コ
ン
ク

リ
ー
ト
技
士
資
格
を
持

つ
。
ま
た
、
工
組
員
３４
工

場
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
技

士
以
上
の
有
資
格
者
が
８

人
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ

て
お
り
、
他
県
に
比
べ
て

女
性
技
術
者
が
多
い
。
引

き
続
き
女
性
が
働
き
や
す

い
職
場
づ
く
り
を
目
指
す

と
と
も
に
、
組
合
員
に
も

女
性
活
用
を
促
す
。

一
方
、
県
内
の
需
要
環

境
は
厳
し
い
。
４
～
１２
月

の
出
荷
量
は
前
年
同
期
比

６
・
２
％
減
の
５８
万
６
千

逢
だ
っ
た
。
新
川
、富
山
、

高
岡
、
砺
波
の
全
支
部
で

マ
イ
ナ
ス
と
な
っ
て
お

り
、
通
期
で
は
６
・
４
％

減
の
７２
万
８
千
逢
と
想
定

す
る
。

富
山
県
生
コ
ン
ク
リ
ー

ト
工
業
組
合
（
富
山
市
、

酒
井
正
人
理
事
長
）
は
昨

年
１１
月
１１

１５
日
、
経
営
者
研

修
会
を
開
催
し
た
。
同
研

修
会
は
理
事
や
オ
ー
ナ
ー

だ
け
で
な
く
、
富
山
県
生

コ
ン
品
質
管
理
監
査
会
議

委
員
、
建
設
業
界
に
関
心

を
持
つ
女
子
学
生
も
参
加

し
た
。
女
子
学
生
の
参
加

は
２
年
連
続
と
な
る
。

研
修
会
は
女
性
が
働
き

た
く
な
る
職
場
環
境
の
整

備
や
企
業
イ
メ
ー
ジ
刷
新

な
ど
に
つ
い
て
経
営
判
断

の
一
助
に
す
る
こ
と
を
目

的
に
開
催
。
鹿
島
建
設
の

須
田
久
美
子
氏
が
「
建
設

産
業
に
お
け
る
女
性
活
躍

推
進
の
最
新
の
動
向
に
つ

い
て
」を
テ
ー
マ
に
講
演
。

女
性
が
現
場
で
働
き
続
け

る
コ
ツ
な
ど
を
解
説
し

た
。
講
演
会
後
に
は
須
田

氏
を
交
え
た
交
流
会
を
開

き
、
立
食
形
式
の
ス
イ
ー

ツ
ビ
ュ
ッ
フ
ェ
を
催
し

た
。
女
性
活
躍
推
進
に
向

け
て
意
見
を
交
わ
し
た
。

女
性
活
躍
推
進
で
講
演
会

試
験
場

女
性
試
験
員
が
３
人
に

富山工組

減
っ
て
い
る
影
響
も
あ
る

が
、「
員
外
社
に
相
当
流
れ

て
い
る
も
よ
う
だ
」（
同
）

と
い
う
。

表
示
価
格
は
１
万
６
５

０
０
円
（
２１
・
２１

１８
・

２１

１８

２５
、

『
建
設
物
価
』
２
月
号
）。

同
協
組
が
昨
年
値
上
げ
し

た
５
０
０
円
は
す
で
に
反

映
さ
れ
て
い
る
。

今
後
の
体
制
を
模
索

２０
年
度
は
急
速
に
需
要

が
減
る
た
め
、
協
組
で
は

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
に
委
託

し
、
あ
る
べ
き
体
制
を
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
て
い

る
。
村
井
理
事
長
は
「
冷

静
な
目
で
見
て
、
今
後
の

協
組
の
あ
り
方
を
示
し
て

も
ら
う
。
厳
し
い
意
見
が

出
る
だ
ろ
う
が
、
そ
の
よ

う
な
意
見
を
示
す
こ
と
が

重
要
だ
と
考
え
て
い
る
」

と
話
す
。
５
月
ご
ろ
ま
で

に
意
見
を
公
表
し
、
そ
の

後
も
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
を

求
め
て
集
約
化
な
ど
を
含

め
た
協
組
体
制
を
模
索
し

た
い
と
し
て
い
る
。

り
減
る
だ
ろ
う
」と
話
す
。

新
幹
線
工
事
が
一
部

残
っ
て
い
る
が
、
大
半
の

工
区
で
生
コ
ン
出
荷
が
終

わ
っ
た
。
１９
年
度
の
約
半

分
に
落
ち
込
む
と
予
想
す

る
。
今
後
、
小
松
、
加
賀

温
泉
両
駅
の
駅
舎
工
事
や

ア
ク
セ
ス
と
な
る
道
路
整

備
も
計
画
さ
れ
て
い
る

が
、「
出
荷
量
は
さ
ほ
ど
多

く
な
い
」（
村
井
理
事
長
）

と
見
通
し
は
厳
し
い
。

Ｆ
Ａ
を
標
準
化

同
協
組
の
新
幹
線
工
事

向
け
出
荷
は
金
沢
地
区
生

コ
ン
ク
リ
ー
ト
協
同
組
合

と
の
境
で
あ
る
手
取
川
か

ら
福
井
県
境
ま
で
の
約
３０

娃
に
及
ん
だ
。
ま
た
、
新

幹
線
工
事
の
発
注
元
で
あ

る
鉄
道
建
設
・
運
輸
施
設

整
備
支
援
機
構
（
Ｊ
Ｒ
Ｔ

Ｔ
）
が
ア
ル
カ
リ
骨
材
反

応
（
Ａ
Ｓ
Ｒ
）
対
策
と
し

て
出
し
た
「
土
木
構
造
物

に
用
い
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト

の
配
合
条
件
の
標
準
」
改

訂
の
通
達
に
基
づ
き
、
Ｐ

Ｃ
桁
工
事
で
フ
ラ
イ
ア
ッ

シ
ュ（
Ｆ
Ａ
）コ
ン
ク
リ
ー

ト
を
使
用
し
た
。
同
協
組

員
８
工
場
全
て
が
Ｆ
Ａ
コ

ン
を
標
準
化
し
た
。
南
加

賀
地
区
は
石
川
県
が
Ｆ
Ａ

コ
ン
の
モ
デ
ル
地
区
に
も

選
定
し
て
お
り
、
県
発
注

の
公
共
工
事
で
も
標
準
使

用
さ
れ
て
い
る
。

員
外
社
に
流
出
も

１９
年
度
出
荷
見
込
み
の

う
ち
、
新
幹
線
向
け
以
外

で
は
１３
万
～

１３

１４
万
逢
と
想

定
す
る
。
新
幹
線
工
事
に

予
算
が
つ
い
て
い
る
た

め
、
県
発
注
公
共
工
事
が

少
す
る
見
通
し
で
、
村
井

理
事
長
は
「
３
月
末
の
契

残
を
見
て
判
断
す
る
が
、

新
幹
線
向
け
出
荷
は
か
な

ナ
ス
。
２０
年
度
は
新
幹
線

工
事
の
終
息
で
大
幅
に
減

る
見
込
み
。
協
組
で
は
集

約
化
を
含
め
た
合
理
化
の

検
討
を
始
め
た
。

新
幹
線
工
事
前
の
同
協

組
の
出
荷
規
模
は
１５
万
～

２０
万
逢
だ
っ
た
。し
か
し
、

１６
年
末
か
ら
新
幹
線
工
事

が
本
格
化
し
、
１７
年
度
は

４３
万
６
千
逢
、

４３

１８
年
度
は

５４
万
逢
と
急
伸
し
た
。

５４

１８

年
度
が
出
荷
の
ピ
ー
ク

で
、
１９
年
度
は

１９

４４
万
～

１９

４４

４５

万
逢
と
想
定
。
前
年
に
比

べ
９
万
～
１０
万
逢
減
少
す

る
。
２０
年
度
は
さ
ら
に
減

南
加
賀
地
区
で
は
北
陸

新
幹
線
延
伸
工
事
（
金
沢

～
敦
賀
）
が
ピ
ー
ク
を
越

え
、
生
コ
ン
出
荷
が
減
少

に
転
じ
て
い
る
。
南
加
賀

生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
協
同
組

合
（
石
川
県
小
松
市
、
１２

社
８
工
場
、
村
井
富
雄
理

事
長
）
の
４
～
１２
月
出
荷

は
３７
万
逢
だ
っ
た
。
前
年

同
期
に
比
べ
１１
％
の
マ
イ

新
幹
線
特
需
終
息
へ

２０
年
度
は
半
減
の
見
通
し

南加賀協組

新幹線工事も大半で上部工に移行

村井理事長

ド
し
て
値
上
げ
す
る
の

で
、
員
外
社
を
利
す
る
こ

と
に
な
る
」（
同
）
と
慎
重

姿
勢
。た
だ
、コ
ス
ト
ア
ッ

プ
が
経
営
を
圧
迫
し
て
お

り
、周
辺
環
境
を
見
極
め
、

時
期
を
見
て
適
正
価
格
の

獲
得
に
舵
を
切
る
方
針

だ
。

１９
年
度
よ
り
上
向
く
も
よ

う
だ
が
、
具
体
的
な
数
値

を
発
表
し
て
い
な
い
。
公

共
土
木
は
新
幹
線
工
事
終

息
で
さ
ら
に
減
る
が
、
民

間
工
事
は
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル

や
マ
ン
シ
ョ
ン
工
事
が
継

続
す
る
。

ま
た
、
北
陸
自
動
車
道

白
山
Ｉ
Ｃ
近
く
に
「
イ
オ

ン
モ
ー
ル
白
山
」（
仮
称
）

が
着
工
す
る
。
同
工
事
向

け
は
６
万
逢
を
見
込
み
、

同
協
組
の
物
件
で
は
久
々

の
大
型
出
荷
と
な
り
そ
う

だ
。
着
工
件
数
は
鈍
化
し

て
い
る
が
、
ホ
テ
ル
な
ど

の
建
設
も
続
く
。
北
川
理

事
長
は
「
国
立
工
芸
館
が

今
夏
に
東
京
か
ら
移
転
す

る
。
金
沢
２１
世
紀
美
術
館

と
合
わ
せ
て
観
光
需
要
が

増
し
そ
う
だ
」
と
語
る
。

コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル

な
ど
国
際
会
議
を
行
う
場

所
が
日
本
海
側
に
は
ほ
と

ん
ど
な
い
た
め
、
展
示
場

の
整
備
も
含
め
た
観
光
・

ビ
ジ
ネ
ス
向
け
投
資
に
期

待
を
寄
せ
る
。

値
戻
し
を
進
め
る

金
沢
の
表
示
価
格（
２１
・

１８
・
１８

２５
）
は
１
万
２
８
０

０
円
（『
建
設
物
価
』
２
月

号
）で
あ
る
。
セ
メ
ン
ト
、

骨
材
の
値
上
げ
に
加
え
、

運
送
費
も
高
騰
し
て
お

り
、
協
組
内
で
は
近
く
値

上
げ
が
必
要
と
の
認
識
で

一
致
し
て
お
り
、
得
意
先

と
の
間
で
下
落
前
の
価
格

に
値
戻
し
交
渉
を
続
け
て

い
る
。
両
調
査
会
に
も
実

績
を
説
明
し
、
表
示
価
格

の
改
定
を
求
め
て
い
る
。

し
か
し
、
協
組
エ
リ
ア

内
に
員
外
社
が
２
社
２
工

場
あ
り
、「
現
状
で
値
上
げ

す
る
と
員
外
社
も
ス
ラ
イ

の
隣
接
地
に
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
金

沢
放
送
局
も
一
昨
年
移
転

し
て
い
る
。
北
川
理
事
長

は「
駅
か
ら
だ
け
で
な
く
、

北
陸
自
動
車
道
金
沢
東
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
（
Ｉ

Ｃ
）、
金
沢
西
Ｉ
Ｃ
が
近

い
」
と
ア
ク
セ
ス
面
で
優

位
な
た
め
、
同
地
で
オ

フ
ィ
ス
ビ
ル
建
設
が
増
え

て
い
る
。

引
き
続
き
投
資
を

２０
年
度
の
出
荷
想
定
は

る
。金

沢
地
区
生
コ
ン
ク

リ
ー
ト
協
同
組
合
（
金
沢

市
、
２０
社
２０

１４
工
場
、
北
川

博
理
事
長
）
の
４
～
１２
月

出
荷
量
は
前
年
同
期
比
１４

％
減
の
２７
万
９
千
逢
だ
っ

た
。
出
足
は
好
調
だ
っ
た

が
、
駅
西
地
区
の
ハ
イ

ア
ッ
ト
セ
ン
ト
リ
ッ
ク
金

沢
と
ハ
イ
ア
ッ
ト
ハ
ウ
ス

金
沢
を
核
と
す
る
ホ
テ

ル
、
マ
ン
シ
ョ
ン
、
商
業

施
設
な
ど
か
ら
構
成
さ
れ

る
ツ
イ
ン
タ
ワ
ー
工
事
が

終
息
後
、減
少
に
転
じ
た
。

当
初
は
前
年
比
５
・
９
％

減
の
４０
万
逢
を
目
標
と
し

て
い
た
が
、
北
川
理
事
長

は
「
恐
ら
く
目
標
に
は
届

か
な
い
だ
ろ
う
」と
話
す
。

減
少
の
理
由
は
公
共
土

木
の
不
振
だ
。
北
陸
新
幹

線
延
伸
工
事
向
け
が
１８
年

度
は
７
万
逢
出
荷
し
た

が
、
１９
年
度
は
２
割
減
の

５
万
逢
強
と
な
り
そ
う

だ
。
大
半
の
工
区
で
上
部

工
が
終
わ
り
つ
つ
あ
り
、

ほ
ぼ
今
年
度
で
終
息
す
る

も
よ
う
。
新
幹
線
向
け
の

減
少
分
が
協
組
の
出
荷
に

反
映
さ
れ
て
い
る
。

民
間
工
事
も
ホ
テ
ル
建

設
が
一
服
し
て
き
た
。
そ

の
影
響
で
民
間
出
荷
も
減

少
し
て
い
る
が
、
オ
フ
ィ

ス
ビ
ル
や
マ
ン
シ
ョ
ン
の

ニ
ー
ズ
は
依
然
旺
盛
と
い

う
。
特
に
オ
フ
ィ
ス
は
金

沢
市
内
で
高
稼
働
率
を
維

持
し
、「
空
室
率
が
５
％
を

切
る
状
況
」（
北
川
理
事

長
）。近

年
は
金
沢
駅
の
金
沢

港
口
（
西
口
）
に
新
た
な

オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
需
要
が
出

て
い
る
。
日
本
銀
行
金
沢

支
店
は
金
沢
駅
西
側
に
当

た
る
広
岡
３
丁
目
の
Ｊ
Ｒ

西
日
本
の
社
宅
跡
地
の
用

地
を
買
収
、
新
た
に
オ

フ
ィ
ス
ビ
ル
を
建
て
香
林

坊
か
ら
移
転
す
る
。
同
地

金
沢
市
内
で
、
昨
年
か

ら
ホ
テ
ル
、
マ
ン
シ
ョ
ン

と
い
っ
た
民
間
向
け
出
荷

が
鈍
化
し
始
め
た
。
公
共

土
木
も
北
陸
新
幹
線
延
伸

工
事
が
終
息
に
向
か
い
、

２
０
１
９
年
度
の
出
荷
は

想
定
を
下
回
り
そ
う
だ
。

一
方
、
２０
年
度
は
大
型

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

工
事
が
ス
タ
ー
ト
し
、
前

年
を
上
回
る
と
み
て
い

公
共
土
木
向
け
が
不
振

２０
年
度

大
型
Ｓ
Ｃ
向
け
で
６
万
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